
 

 

 

 

 

自治体出資による新電力事業の検討結果について 

 

持続可能な低炭素社会の実現と地域経済の活性化を目的に令和２年７月から

検討を進めてきた自治体新電力事業について事業化可能性調査報告書をとりま

とめました。この結果を踏まえてエネルギーの地産地消を目標に、新電力会社

設立に向けて準備を進めてまいります。 

 

１．出雲市 地域新電力事業 事業化可能性調査報告書について 

報告書は添付のとおりです。 

２．事業の枠組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．事業目標【まとめ】 

 

 

 

 

 

収益は地域貢献へ還元 

他、市内再ｴﾈ電源 
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４．想定リスクと対応策 

リスク 内容 対応策 

電源調達価格の上昇 

電源を電力市場から調達する際

に調達価格が高騰している場合、

事業収益が悪化 

・調達電源価格は固定単価で契約し変動抑制 

・不足分は電力市場ではなく JFE ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

ｸﾞﾙｰﾌﾟ（JFEEGｒ）から固定単価で調達し変動

抑制 

発電量と需要量の計画

と実績の乖離
か い り

 

電力需給管理のノウハウ不足に

よる罰則金の支払が発生 

・JFEEＧｒを代表とするグループに属し、電力

需給管理を JFEEＧｒが一括受託 

・JFEEＧｒのノウハウに基づいた需給運用によ

り、リスクの最小化 

事務（需給運用/請求/

顧客対応）業務量増大 

24時間 365日の需給管理業務

や毎月の請求業務、顧客からの直

接の問い合わせ対応などで業務

量が増大 

・JFEEＧｒが当該実務業務を全て受託 

法改正への対応 

頻繁に発生する法改正への対応

が遅れる場合や、法改正に対応し

た費用発生（システム改修費等） 

・JFEEＧｒが当該業務を全て受託し、左記事象

におけるシステム改修費等の追加費用が、極

力発生しないよう運用 

運転資金や投資資金

の借り入れ 

借入が増えることで資金繰りが

悪化 

・JFEEＧｒにて多くを出資することで、当面の

運転資金の借り入れは想定せず 

 

５．会社概要（想定） 

会社名 出雲新電力株式会社（仮称） 

設立 令和３年（2021）7月 

本社 島根県出雲市内 

出資金 5,000万円 

株主（出資比率） 
JFEエンジニアリング（８０％）・出雲市（１０％） 

中国電力Gｒ※（５％）・地元金融機関（５％） 

事業目的 
再生可能エネルギーの地産地消を通じた事業により地域の低炭素化と

地域経済の活性化の好循環を生み出すこと 

主な事業内容 
①再生可能エネルギーによる電力供給事業 

②その他再生可能エネルギーに関する事業 

※中国電力 Gr：㈱エネルギア・ソリューション・アンド・サービス 

６．事業化スケジュール（想定） 

今後は予算化、会社設立準備、供給先施設の電力切替などの手続きを進める必要があります。 

 


